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講 義 要 項 

授業科目 在宅看護論概論 担当者 瀬尾 まどか 

区

分 

単位数 時間数 授 業 形 態 履修年次・前/後 

   1 単位 30 時間 講義・演習・DVD・その他 2 年次・前期 

授

業

目

標 

１．疾病や障害を持ちながら、在宅で療養する人々とその家族を理解し、在宅看護の必要性と特徴を理解できる。

また、対象の望ましい生活を支援するための保健医療福祉対策が理解できる。 

授  

業

計

画 

１．在宅看護の必要性 

   １）在宅看護の歴史と現状     ２）地域包括ケアシステム 

   ３）在宅看護の提供        ４）在宅看護の倫理と基本理念  

２．在宅ケア体制と在宅看護・在宅看護の対象 

   １）訪問看護の対象者       ２）在宅看護の対象者と在宅療養の成立要件 

   ３）在宅療養者への看護活動    ４）在宅看護と家族 

   ５）家族介護者の個別性に応じた支援 

３．在宅療養の支援・訪問看護活動 

   １）在宅看護の提供方法           ２）訪問看護の特徴 

   ３）在宅ケアを支える訪問看護ステーション  ４）訪問看護の実践と記録 

４．保健医療福祉対策 

   １）在宅ケアとケアマネジメント  ２）在宅ケアにおける関連機関・関係職種との連携・協働 

   ３）地域ケアシステムと在宅ケア  ４）在宅ケアと危機管理 

   ５）在宅ケアを支える制度と社会資源 

 

参

考

文

献

等 

１．系統看護学講座 統合分野， 在宅看護論，医学書院． 

２．国民衛生の動向，厚生労働統計局． 

 

  

評

価 

単位修得試験及び授業態度 

備

考 

実務経験：訪問看護師としての豊富な知識・経験をもとに授業を行う。 


